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１エクセル関数日本語化ソフトとは

エクセル関数日本語化ソフトとは、ベクターのサイトにて著者が公開している、エクセルの関数を日本

語の名前にする無料のフリーソフトのことです。

図１：ベクターサイトにて公開中

URL：http://www.vector.co.jp/soft/winnt/business/se491552.html

http://www.vector.co.jp/soft/winnt/business/se491552.html
http://www.vector.co.jp/soft/winnt/business/se491552.html
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下図のように、関数ウィザードで日本語の関数が使用できます。

現在 100 個ほどの日本語関数が、エクセルで使用できるようになっています。

この日本語関数辞典は、そのうち 10 個の日本語関数を解説しています。
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２関数ウィザードとは

２-１関数を簡単に扱える、ヘルプ機能

エクセル関数は数が多く使いにくい面があります。

しかし、エクセルの提供する関数ウィザードを使えば、関数を便利に使用できます。

関数ウィザードとは、エクセル関数をユーザーが簡単に扱えるようになる、エクセルのヘルプ機能（お

助け機能）です。

関数をセルに入力する時は、

 どのような名前の関数を入力すれば良いのか

 どの関数が何のための関数なのか

 関数に必要な引数は何か

など、関数に関して細かい規則を覚えていないと扱うことが難しい場合があります。

そこでエクセルは「関数ウィザード」で、以下のようなユーザーに対するヘルプを行います。

 関数の一覧表を表示する

 関数をカテゴリ分けして一覧表を分類し、目的の関数を見つけやすくする

 関数がどのような機能を持っていて、何のための関数か説明する

 関数の引数を一覧表示する

それでは、実際に関数ウィザードを使ってみましょう。
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２-２関数ウィザードを表示する

関数ウィザードを表示するには、図１の赤枠の部分にある「fx」と書いてあるボタンをクリックします。

図１：関数ウィザード起動ボタンをクリック
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すると、「関数の挿入」ダイアログが表示されます。

このダイアログが関数ウィザードです。

図２：関数ウィザードの起動

B2 セルには「=」が自動的に入り、これから数式を入力する準備がされています。

「関数の入力」ダイアログの「関数名（N）」の下部には、関数の一覧が表示されています。
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２-３関数を選ぶ

図３：関数ウィザードでカテゴリを選ぶ

次に関数を選びます。

関数の一覧から選ぶのですが、まずは関数のカテゴリを指定して、関数の一覧を絞り込み、目的の関

数を選びやすくします。

関数のカテゴリを指定するには、図３の赤枠の部分をクリックして、カテゴリを表示します。
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図４：関数のカテゴリを一覧表示

関数のカテゴリを、図４のように一覧表示したら、ここでは「JP 日付操作」というカテゴリを選んで

みます。
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２-４関数の説明を表示する

図５：「JP 日付操作」カテゴリの「日付変換」関数

図５のオレンジ枠の「日付変換」という関数を選択した後に、赤枠部分に「日付変換」関数の説明が

表示されます。

説明は以下のような意味を持っています。

 日付変換(年,月,日)
「日付変換」関数の関数名と引数名を説明しています。

 [ DATESERIAL ]
「日付変換」関数の英語名は「DATESERIAL」という名前であることを説明しています。

 「年・月・日の数値から日付値に変換します。」

「日付変換」関数が何の機能を提供するか説明しています。

次に、実際に引数を入力していきます。

図５で「日付変換」関数を選択後、緑枠の OK ボタンをクリックします。
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２-５引数の一覧

図６：「日付変換」の引数一覧

「関数の挿入」ダイアログ（関数ウィザード）で「日付変換」を選択し、OK ボタンをクリックしたら、

次に「日付変換」に必要な引数の一覧が「関数の引数」ダイアログに表示されます。

「日付変換」関数には、「年」「月」「日」の３つの引数があります。

図６の赤枠の部分に、「年」「月」「日」の入力欄が表示されています。

この入力欄に直接、年・月・日を入力しても OK なのですが、ここでは、図６のオレンジ枠にあるエ

クセルシート上のセルを、引数に指定してみます。
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２-６引数の入力

図７：「年」の「セル選択」ボタンをクリックする

まずは、「年」の値のあるセルを引数に設定します。

図７の赤枠の ボタン（「セル選択」ボタン）をクリックします。



13

図８：「関数の引数」ダイアログが小さくなった

セルを選択しやすいように、「関数の引数」ダイアログが小さくなりました。

次に、図８の赤枠のセル「B2」をクリックします。

図９：「関数の引数」ダイアログに「B2」が入力された

「関数の引数」ダイアログに「B2」と入力されました。

次に「関数の引数」ダイアログを元の状態にするために、再び図９の赤枠の ボタンをクリック

します。



14

図１０：元に戻った「関数の引数」ダイアログ

「関数の引数」ダイアログが元に戻りました。

「年」の欄に「B2」と入力され、B2 セルが指定されていることがわかります。

また、「B2」セルの値「2013」が「年」の欄の右端に表示されています。

続けて「月」「日」にも同様の操作を行います。
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図１１：「年」に続けて「月」「日」も入力

これで、「日付変換」関数のすべての引数の入力が完了しました。

最後に図１１の赤枠の「OK」ボタンをクリックします。
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２-７関数入力結果

図１２：「日付変換」関数入力後の画面

図１２の赤枠の「数式バー」部分を見ると「日付変換」関数が引数とともに入力されていることが分

かります。

しかし、図１２のオレンジ枠のセル「B2」には、日付が表示されておらず、「41639」という数値が表

示されています。

この数値は、エクセルが日付を取り扱うために管理している数値です。

このため、人が使う日付を表示するようにエクセルに指定する必要があります。
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図１３：「ホーム」タブの「数値」グループの「表示形式」エリア

日付を表示するようにエクセルに指定するには、「セルの表示形式」を変更する必要があります。

「セル表示形式」とは、セルのもつ値を様々な形式から１つ選んで、表示の仕方を決定する方法です。

たとえば、「-1.005」というセルの値があった場合、以下のような表示形式が考えられます。

 -1.005
 -1.005
 -1.01
 -1
 △1.005

セルの値は「-1.005」であっても、エクセル上の表示を色々と変えることができるということです。

今回はセル「B2」の値「41639」を日付の表示形式で表示するように「セルの表示形式」を設定しま

す。

「セルの表示形式」を変えるには、図１３の赤枠の「ホーム」タブをクリックし、次にオレンジ枠の

「数値」グループの中にある緑枠の という欄の「▼」をクリックします。
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図１４：「短い日付形式」をクリックする

図１４の赤枠の「短い日付形式」をクリックします。
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図１５：「日付変換」関数の結果「2013/12/31」が表示された

図１５のセル「B2」に、日付「2013/12/31」が表示されました。



20

３エクセル関数日本語化 Pro というシェアウェアもあります。

終わりに一つ紹介します。

エクセル関数日本語化 Pro というシェアウェアもあります。

図１：エクセル関数日本語化 Pro は 980 円のシェアウェア

URL：http://www.vector.co.jp/soft/winnt/business/se500218.html

http://www.vector.co.jp/soft/winnt/business/se500218.html
http://www.vector.co.jp/soft/winnt/business/se500218.html
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英語関数を使っているエクセルブックを日本語関数へ翻訳し、日本語関数を使っているエクセルブッ

クを英語関数に翻訳する機能があります。

例を示しますと、下図のような英語関数のエクセルブックがあった場合、
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日本語に翻訳後は、下図のような形になります。

またこの逆に日本語関数を英語関数に翻訳もできます。

これがあれば、普段は日本語化関数を使用し、他の人に渡す際は英語関数に翻訳されたエクセルブッ

クを渡すということも可能です。

（翻訳可能な関数は、エクセル関数日本語化に登録されている 100 個程度の関数です）

価格は 980 円ですが、全機能を 60 日間無料でお試しいただけます。

是非お試しください。
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